







          ときた しゅん 
氏 名         EA 鴇 田  駿 
A授 与 学 位         EA 博士（工学） 
A学位授与年月日         EA 平成２９年３月２４日 
学位授与の根拠法規 学位規則第４条第１項 
研究科，専攻の名称 東北大学大学院工学研究科（博士課程）材料システム工学専攻 
A学 位 論 文 題 目         EA 粒界工学に基づいたオーステナイト系ステンレス鋼における 
粒界性格分布制御機構 
指 導 教 員 東北大学教授 粉川 博之 
A論 文 審 査 委 員         EA 主査 東北大学教授 粉川 博之 東北大学教授 吉見 享祐 
             東北大学教授 武藤 泉  東北大学准教授 佐藤 裕 





























backscatter diffraction: EBSD)法を用いて調査した．圧下率3, 5, 10%の冷間圧延後に焼鈍した試料の粒界性格分
布解析を行ったところ，加工熱処理中の微細組織変化は圧下率により大きく異なり，圧下率3%では異常粒成長，
5%では通常粒成長，10%では一次再結晶の発生が観察された．Fig. 1に各加工熱処理条件で作製された試料の対
応粒界頻度を示す．加工熱処理後の試料の対応粒界頻度は圧下率3, 5, 10%の条件でそれぞれ85, 75, 60%となり，
特に異常粒成長が観察された圧下率 3%の条件において，ランダム粒界の不連続化と耐粒界腐食性の向上に必要


















Fig. 1 Highest frequency of CSL boundaries of 
thermomechanical processed specimens (3, 5, 















表面および断面の走査電子顕微鏡 (scanning electron 
















Fig. 2 Relationship between corrosion rate and frequency 
of CSL boundaries (3, 5, 10%-1220, 1280, 1340 K) 
Fig. 3 SEM image of corrosion tested base material and 
























Fig. 4 Grain boundary character distribution (GBCD) maps obtained 
from in-situ EBSD data. 
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